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日本代表選手 45 名が決定 

 

第 5 回 IFAF アメリカンフットボール世界選手権アメリカ大会に向けて 

 

日本アメリカンフットボール協会（JAFA）は、今年 7 月にアメリカ合衆国オハイオ州で開催され

る「第 5 回 IFAF アメリカンフットボール世界選手権アメリカ大会」に向けて、日本代表選手 45 名

を発表いたしました。 

初の代表入りは 27 名、一方最多代表入りは DL 脇坂選手（パナソニック）で、第 1 回大会から 5

回連続。それに続く 4 度目の代表入りは RB 古谷選手（オービック）となった。学生からの代表入

りは RB 李選手（慶應義塾大学）1 名。所属チームとして最多は富士通が 13 名、オービックがそれ

に次いで 11 名の代表入りとなった。 

日本代表選手 45 名は、6 月 20 日（土）から 28 日（日）にかけて行われる強化練習に参加し、7

月 7 日（火）アメリカに向けて出発いたします 

 

また、6 月 27 日（土）には森ヘッドコーチおよび主力選手による記者会見、および壮行セレモニ

ーを行いますので、是非取材にお越しくださいますようお願い申し上げます。 

 

＊別紙「取材申請書」にご記入のうえ、ご返信いただけましたら幸甚に存じます。 

 

記 

 

■日本代表チーム スケジュール（予定） 

６月２０日（土） 13:00～16:00 強化練習   （富士通スタジアム川崎） 

６月２１日（日） 12:30～15:30 強化練習   （富士通スタジアム川崎）【一般公開】 

６月２７日（土） 11:30～12:00 記者会見   （富士通スタジアム内、かわ Q ホール） 

         12:30～12:45 壮行セレモニー（富士通スタジアム川崎）【一般公開】 

13:00～17:00 強化練習   （富士通スタジアム川崎）【一般公開】 

※記者会見の出席は報道関係者のみとなりますが、壮行セレモニー・強化練習

は一般公開となります。  

 

６月２８日（日） 12:30～15:30 強化練習  （富士通スタジアム川崎） 

７月 ７日       遠征出発 

７月 ８日〜１８日 第５回 IFAF アメリカンフットボール世界選手権（米国オハイオ州） 

７月２０日       帰国 

 

※練習日時は、変更する場合があります。最新情報は日本協会 HP、または日本協会へお問い合わせ

くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

■第 5 回世界選手権遠征に向けた日本代表記者会見 

日時・場所 ：６月２７日（土） 11:30～12:00 富士通スタジアム川崎内 かわ Q ホール 

出席者   ：森 清之（日本代表ヘッドコーチ）、主力選手 4～5 名程度 

内 容   ：世界選手権へ向け意気込みを表明します。 

 



   

 

 

第 5 回 IFAF アメリカンフットボール世界選手権 アメリカ大会 

日本代表選手(45 名) 

 

 

攻撃メンバー (ポジション別、チーム別　五十音順、年齢は2015/6/15現在)

POS 名前 ふりがな 所属 出身校 身長 体重 年齢 回数

1 QB 高田　鉄男 たかた　てつお パナソニックインパルス 立命館大学 180 90 33 3

2 QB 加藤　翔平 かとう　しょうへい LIXILディアーズ 関西学院大学 183 85 27 1

3 RB 高木　稜 たかぎ　りょう IBMビッグブルー 京都大学 166 74 25 1

4 RB 古谷　拓也 ふるたに　たくや オービックシーガルズ 関西大学 173 78 38 4

5 RB 神山　幸祐 かみやま　こうすけ 富士通フロンティアーズ 日本大学 171 80 28 2

6 RB 李　卓 り　たく 慶應義塾大学 南山高校 182 86 20 1

7 WR 栗原　嵩 くりはら　たかし IBMビッグブルー 法政大学 180 85 27 1

8 WR 林　雄太 はやし　ゆうた アサヒビールシルバースター 日本大学 186 88 24 1

9 WR 木下　典明 きのした　のりあき オービックシーガルズ 立命館大学 177 80 32 2

10 WR 遠藤　昇馬 えんどう　しょうま パナソニックインパルス 日本大学 180 88 24 1

11 WR 宜本　潤平 よしもと　じゅんぺい 富士通フロンティアーズ 立命館大学 169 70 24 1

12 WR 永川　勝也 ながかわ　かつや LIXILディアーズ 関西大学 173 75 28 1

13 WR 前田　直輝 まえだ　なおき LIXILディアーズ 立命館大学 173 91 29 3

14 WR 宮本　康弘 みやもと　やすひろ LIXILディアーズ 法政大学 183 85 26 1

15 TE 春田　崇博 はるた　たかひろ 富士通フロンティアーズ 大阪産業大学 182 95 30 2

16 OL 黒川　晴央 くろかわ　はるひさ アサヒ飲料チャレンジャーズ 名城大学 190 127 26 1

17 OL 野田　健仁 のだ　たけひと アサヒ飲料チャレンジャーズ 大阪府立大学 193 142 29 1

18 OL 山本　祐介 やまもと　ゆうすけ オービックシーガルズ 北海学園大学 186 126 29 1

19 OL 勝山　晃 かつやま　あきら 富士通フロンティアーズ 法政大学 186 123 25 1

20 OL 小林　祐太郎 こばやし　ゆうたろう 富士通フロンティアーズ 日本大学 190 115 27 2

21 OL 斎田　哲也 さいた　てつや 富士通フロンティアーズ 法政大学 188 120 26 1

22 OL 望月　俊 もちづき　しゅん 富士通フロンティアーズ 早稲田大学 180 120 26 1

23 OL 荒井　航平 あらい　こうへい LIXILディアーズ 日本大学 188 140 25 1

守備メンバー  (ポジション別、チーム別　五十音順、年齢は2015/6/15現在)

POS 名前 ふりがな 所属 出身校 身長 体重 年齢 回数

1 DL 清家　拓也 せいけ　たくや オービックシーガルズ 関西大学 178 140 24 1

2 DL 冨田　祥太 とみた　しょうた オービックシーガルズ 日本大学 180 123 25 1

3 DL 飾磨　宗和 しかま　むねかず パナソニックインパルス 立命館大学 178 105 33 2

4 DL 脇坂　康生 わきさか　やすお パナソニックインパルス 日本大学 182 115 46 5

5 DL 高橋　伶太 たかはし　りょうた 富士通フロンティアーズ 立命館大学 185 105 24 1

6 DL 平井　基之 ひらい　もとゆき 富士通フロンティアーズ 立命館大学 182 99 33 3

7 DL 平澤　徹 ひらさわ　とおる LIXILディアーズ 関西学院大学 179 92 26 1

8 DL 紀平　充則 きひら　みつのり 無所属 立命館大学 183 125 32 3

9 LB 澤田　遥 さわだ　よう オービックシーガルズ 関西大学 182 104 23 1

10 LB 塚田　昌克 つかだ　まさよし オービックシーガルズ 立命館大学 175 88 32 3

11 LB 鈴木　將一郎 すずき　しょういちろう 富士通フロンティアーズ 専修大学 180 90 35 3

12 LB 竹内　修平 たけうち　しゅうへい 富士通フロンティアーズ 日本福祉大学 183 93 26 1

13 LB 天谷　謙介 あまや　けんすけ LIXILディアーズ 日本大学 177 92 25 1

14 DB 砂川　敬三郎 いさがわ　けいざぶろう オービックシーガルズ 関西大学 170 77 24 1

15 DB 東條　健人 とうじょう　けんと オービックシーガルズ 立命館大学 174 74 23 1

16 DB 藤本　将司 ふじもと　まさし オービックシーガルズ 立命館大学 175 77 30 2

17 DB 三宅　剛司 みやけ　たけし オービックシーガルズ 立命館大学 182 78 31 3

18 DB 今西　亮平 いまにし　りょうへい パナソニックインパルス 立命館大学 171 84 28 2

19 DB 辻　篤志 つじ　あつし パナソニックインパルス 大阪産業大学 174 84 28 2

20 DB 石井　悠貴 いしい　ゆうき 富士通フロンティアーズ 立命館大学 174 75 23 1

21 DB 藤田　篤 ふじた　あつし 富士通フロンティアーズ 日本体育大学 179 80 29 2

キッキングスペシャリスト  (チーム別、五十音順、年齢は2015/6/15現在)

POS 名前 ふりがな 所属 出身校 身長 体重 年齢 回数

1 K/P 佐伯　眞太郎 さえき　しんたろう パナソニックインパルス 立命館大学 180 80 23 1



   

【森ヘッドコーチより、選手選考についてのコメント】 

 

オフェンスのコンセプトは「スペースを作ってクイックネスで勝負をする」こと。QB は、スペース

を作るためにフィールドを広く使えることに加えて、判断の良い選手を選びました。 

RB は、走る能力だけではなく、パスプロテクションであったりレシーブであったり万能型の選手が

代表では求められます。それに加えて、今回は特にインサイドを走る技術を重視しました。 

 

WR は、ルートを走る能力や捕球力が高いことは当然として、ランアフターキャッチの能力、ブロ

ックの強さ、フィジカルの強さが、海外のチームを相手にする場合はポイントとなります。 

 

OL は、過去の大会と比べてサイズも大きくスキルもアップしているので、一番進歩のあるポジショ

ンと言えそうです。タイプというより、現時点で最高のユニットを組めることを想定して選びまし

た。スナップが出せたり、複数ポジションがこなせるかもポイントになりました。 

 

ディフェンスは、ポジションに関係なくタックルができてボールへの集まりが良い選手を選びまし

た。対戦相手の情報がない中で試合中にアジャストしていくので、いわゆる「フットボール IQ」が

高いことも重視しました。 

 

LB と DB は、色々なポジションをできることも大きなポイントになりました。 

 

全体としては、45 名という限られた人数で、中二日で我々よりも大きくて強い選手と 3 試合を戦う

という超強行日程を考えた時、稼働率の低い選手をできるだけ作らないということが極めて重要に

なると考えています。今回はポジションごとの人数構成をもう一度ゼロベースで見直し、議論を重

ねました。力の差が紙一重の中で、最終的に選んだ選手は、キッキングゲームも含めて複数ポジシ

ョンをこなすことのできる人材、フィジカルが強い人材、情報が少なくチームとしての準備時間が

限られる中で力を発揮できるアジャスト能力の高い人材ということになります。対戦相手の情報が

極めて限られているので、我々がやりたいパッケージの良い部分を一番引き出せるようなとならざ

るを得ません。年齢やバックグラウンドなどは一切意識せず、現状ベストと思われる組み合わせで

選びました。 

 

 

■コーチ・スタッフ 

POS 名前 ふりがな 所属チーム

ヘッドコーチ 森 清之 もり　きよゆき LIXILディアーズ

守備コーディネータ 大橋 誠 おおはし　まこと オービックシーガルズ

攻撃コーディネータ/RB・TE担当 富永 一 とみなが　はじめ LIXILディアーズ

ｽﾍﾟｼｬﾙﾁｰﾑｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ/DB担当 延原 典和 のぶはら　のりかず 富士通フロンティアーズ

アシスタントヘッドコーチ/攻撃アシスタント 河田　剛 かわた　つよし スタンフォード大学

コーチ（OL担当） 昌原　史卓 まさはら　ふみたか IBMビックブルー

コーチ（QB担当） 有馬　隼人 ありま　はやと アサヒビールシルバースター

コーチ（WR担当） 長谷川 昌泳 はせがわ　しょうえい 日本大学フェニックス

コーチ（DL担当） 山中　正喜 やまなか　まさよし パナソニックインパルス

コーチ（LB担当） 有澤　玄 ありさわ　げん LIXILディアーズ

ドクター 反町 武史 そりまち　たけし 立教大学、明理会中央総合病院

アスレティックトレーナー 大隈 重信 おおくま　しげのぶ 富士通フロンティアーズ

アスレティックトレーナー 吉永 孝徳 よしなが　たかのり オービックシーガルズ

アスレティックトレーナー 倉知　良博 くらち　よしひろ オービックシーガルズ

マネージャー 眞中 久仁枝 まなか　くにえ LIXILディアーズ

マネージャー 中村 友美 なかむら　ゆみ IBMビックブルー

マネージャー 西川 真理緒 にしかわ　まりを アサヒビールシルバースター

CDM 山田 晋三 やまだ　しんぞう 日本アメリカンフットボール協会  

 ※アスレティックトレーナーとして、倉知良博が追加されました 

※ 



   

 

■ 第５回 IFAF アメリカンフットボール 世界選手権アメリカ大会  大会概要 

 

名称  第５回 IFAF アメリカンフットボール 世界選手権アメリカ大会 

The IFAF World Championship 2015 

 

主催  IFAF [International Federation of American Football] （国際アメリカンフットボール連盟） 

 

主管   USA Football 

 

期間  2015 年 7 月 8 日（水）～7 月 18 日（土） 

 

開催地  アメリカ合衆国 オハイオ州 キャントン  

[試合会場] Tom Benson Hall of Fame Stadium（収容 22.375 名） 

      Earl Schreiber Cir NW,Canton,OH 44708 

 

出場国  7 カ国 

 

【グループ A】 【グループ B】 

ランク 1位 アメリカ合衆国（アメリカ大陸） ランク 5 位 フランス（ヨーロッパ） 

ランク 2位 【欠場】カナダ（アメリカ大陸） ランク 6 位 オーストラリア（オセアニア） 

ランク 3位 日本（アジア） ランク 7 位 韓国（アジア） 

ランク 4位 メキシコ（アメリカ大陸） ランク 8 位 ブラジル（アメリカ大陸） 

 

対戦方式 上位ランク 4 チーム【グループ A】、下位ランク 4 チーム【グループ B】に分かれ、 

それぞれ 2 試合のトーナメント戦を行う。 

【グループ A】の全敗と【グループ B】の全勝を入れ替え、上位 4 チーム、下位 4 チー

ムを再構成。それぞれ 4 チームでトーナメント戦を行い、最終順位を決定する 

         

        ※カナダ代表の欠場により、カナダ代表と対戦を予定されたチームがそれぞれ不戦勝とな

ります 

 

■試合スケジュール 

◇ 7 月 9 日（木） [Day1]  

Game1 [12:00] 

Game2 [15:30] 

Game3 [19:00] 

オーストラリア×韓国 

フランス×ブラジル 

アメリカ×メキシコ 

日 本 （不戦勝） 

 

◇ 7 月 12 日（日）      [Day2]  

Game4 [12:00] 

Game5 [15:30] 

Game6 [19:00] 

 

Game1 敗者×Game2 敗者 

Game1 勝者×Game2 勝者 

Game3 勝者×日 本 

Game3 敗者（不戦勝） 

 

 

 

※【グループ A】カナダは【グループ B】1 位へ降格、【グループ B】全勝チームは 

【グループ A】4 位へ昇格し、それぞれのグループでトーナメント戦を行う。 

 

◇ 7 月 15 日（水） [Day3]  

Game7 [12:00] 

Game8 [15:30] 

Game9 [19:00] 

Game5 敗者×Game4 勝者 

Game3 敗者×Game6 敗者 

Game5 勝者×Game6 勝者 

Game4 敗者（不戦勝） 

 



   

◇ 7 月 18 日（土） [Day4]  

7 位決定戦  

 5 位決定戦 [12:00] 

 3 位決定戦 [15:30] 

決勝戦    [19:00] 

Game7 敗者（不戦勝） 

Game4 敗者×Game7 勝者 

Gema8 敗者×Game9 敗者 

Game8 勝者×Game9 勝者 

 

 

 

※試合日時は、変更する場合があります。最新情報は主催者 HP、日本協会 HP 等でご確認

下さい 

 

■関連ウエブサイト 

 ◇大会公式サイト（英語）  http://ifafworldchampionship.org/ 

◇日本代表公式サイト    http://japan.americanfootball.jp/ 

◇USA Football       http://usafootball.com/ 

◇IFAF           http://ifaf.org/ 

 

【これまでの｢アメリカンフットボール世界選手権｣について】 

第 1 回大会は、1999 年イタリア・パレルモにおいて開催。その後、第 2 回大会が 2003 年ドイ

ツ・フランクフルト、第 3 回大会が 2007 年日本・川崎市、第 4 回大会がオーストリア・ウイーン、

グラーツ、インスブルックにて開催された。日本は第 1 回、第 2 回にて連続優勝し、第 3 回では

準優勝、第 4 回では 3 位になっている。なお、第 3 回よりこの競技の母国であるアメリカが出場し、

2 大会連続優勝を飾っている。 

 

【過去の順位】 

大会名 開催年 優 勝 準優勝 3 位 

第 1 回 イタリア大会 1999 年 日 本 メキシコ スウェーデン 

第 2 回 ドイツ大会 2003 年 日 本 メキシコ ドイツ 

第 3 回 日本大会（川崎市） 2007 年 アメリカ 日 本 ドイツ 

第 4 回 オーストリア大会 2011 年 アメリカ カナダ 日 本 

 

【IFAF について】  

 国際アメリカンフットボール連盟 

IFAF(International Federation of American Football） 

は、1998 年に創立、翌 99 年イタリアのシシリー島パレルモ市に 6 カ国が集っ

て第 1 回世界選手権大会が開催され、過去 4 大会を通じて世界各地で加盟国の

輪を広げてきた。 

 設立当初 25 カ国だった IFAF は、現在 Africa（5 カ国）、Americas（20 カ国）、Asia（9 カ国）、

Europe（33 カ国）、Oceania（4 カ国）の 5 地区が加盟し、71 カ国の参加する組織としてその規模を

拡大している。 

IFAF 公式サイト：http://www.ifaf.info/ 

 

■取材へお越しになる皆様へのご連絡 

1. 強化練習の詳細（練習開始時刻など）については、JAFA のホームページ等でご確認ください。 

2. 強化練習の内容や開始時刻等は、天候その他の理由により予告なしに変更する事がありますので予めご

了解ください。 

3. 強化練習は原則公開ですが、戦術上の理由により、練習時間内に一部非公開の時間帯をもうけさせて頂く

可能性がございます。予めご承知おき頂きますようお願い申し上げます。 

4. 車でのご来場については JAFA までお問い合わせください。 

5. 練習に於いて動画撮影は制限をさせていただいています。動画撮影を希望される場合は係員の指示に従

ってください。 

6. 練習の妨げになりますので、フィールドへの立ち入りはご遠慮ください。 

7. グラウンド内での飲食、喫煙、ヒール靴での入場は禁止です。 

8. 練習会場では、係員の指示に従ってください。 

以上 

http://ifafworldchampionship.org/
http://japan.americanfootball.jp/
http://usafootball.com/
http://ifaf.org/
http://www.ifaf.info/

